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雑 草 幼植物の種類同 定 の研究
第1報双子葉植物の子葉の形状と葉脈型
笠原安夫・黒田耕作
緒 書
雑草幼纏物の性状，形態および発生に関する研究は，雑草の分類，防除また利用上にも
重要である.笠原は昭和15年以来， 日本の回畑雑草78科417種を目標に，発芽から子
葉，幼葉の各生育段階(本葉 1-7葉)の外部形態，性状，大きさを調査している.従来
の調査によれば，植物の種類によって，たとえば，ヒメジョン，キツネアザミ，ノゲシ，
メハジキ，タマツヅラなどは根生薬と茎葉とがその形状がちがっている.これらでは初生
葉が根生業となる.
その種本来の葉(成葉)と小形だがほぼ同型の幼葉を生ずるものには，単葉をもっ種類
ではタカサプロウ，ヤエムグラ，オオパコ， トウパナ，ヒメジソ，ホトケノザ，キュウリ
グサ， ツボスミ ν，ミゾハコベ，エノキグサなどがある. また複葉をもっ種類では，ミツ
バ，ヤブジラミ，ゲγノショウコ，カタパミ，カワラケツメイなどがある.しかし大部分の
種では，第1葉は成葉と同型とならず第2-5葉程度になって，はじめて成葉とほぼ同型
の葉となる.ここに数例について記してみるに深裂の単葉をもっ種のキツネノボタシ，
チドメグサなどは第2葉，コイヌガラシ， ミチパタガラシなどは第3葉，へピイチゴ，イ
ヌガラシでは第3-4葉，ナズナは第7-8葉から成葉と同型となる.複葉をもっ種のコ
メツプツメタサ，シロツメクサ，ツルマメなどは第2葉，レンゲ，ヤハズソウなどは第3
葉，タネツケバナは第3-5業から成葉とほぼ同型の葉を生ずる.
またユシキソウ，スベリヒユなど子葉が特異の渦巻費紋形状，ナズナの幼葉のように星
状毛，ノゲシはじゅず状毛，アカザ(赤色〉シロザ(透明〉はのう状毛をもつので特徴が
あり，ハナイパナとキュウリグザ，アゼトウガラシとスズメノトウガヲシとは非常によく
似ているが幼葉の葉面，葉縁の毛の有無及びそのならび方で両者を区別できる.へラオモ
ダカとオモダカとでは本葉の葉鞘の口縁に，後者には山形の突起があるが，前者にはそれ
を欠くので区別できる例もある.
BAILHY (1950)が99科の多くの双子葉植物について，匹軸から子葉に入る葉脈(葉跡，
維管束〕の分岐や葉身での走向から葉脈型を区別しているように，若し雑草幼植物の葉，
とくに子葉のように発芽最初の葉での形態と葉脈の分布と分岐の仕方によって雑草の種類
が同定できるとすれば，非常に簡単で好都合と考えられる.
ここには子葉の葉脈型の調査と Lて，双子葉類の 38科 101属160種について，その葉
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脈型として子葉の葉脈の中肋，側脈，細脈の分布，分岐の仕方，網目の粗密によって区分
した.また子葉の葉脈型と形状と，種類によっては子葉の葉面，葉脈上，葉縁にそれぞれ
の特異の毛茸などがあるものはそれのを併記した.
なお匪軸から葉身に入る維管束の走向を知るためにパラフィンでの固定プレバラートを
製作して葉跡，葉隙数なども調査しているが，ここではまだそのプレパラートの染色，検
鏡が終了していないので除外した.第1-3の葉についてその形状と葉脈型の調査を進め
ているので，将来それらを総合した雑草幼植物の検索表，これら幼業の形状，葉脈型など
を数量で表現して，いわゆる数量分類表を作りたし、考えである.
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調査，研究の方法
(1) 各地で種子，幼植物を採集し，種子は研究室内，温室または網室で発芽生育させ試
料とした.得られた試料は1種類について3-6，とくに多いものでは20以上の試料に
ついて，先ず幼植物の子葉から 1-3葉，必要とするものは1-7葉のものについて描
図し，形態，色沢，腺毛，短毛，刺毛なども併せて記録し，同時にそれらの長さと幅を
測定した.
(2) 自然状態では子葉の葉脈型，すなわち子葉脈の走向などは，一部を除いて観察がむ
ずかしいので，子葉，幼薬を10-20%の苛性ソーダ液に漫潰加温→水洗→薄い硫酸で
中和→水洗→エチルアルコールで脱色→水洗→1%のプクシン染色→葉面のフクシンの
水洗で，葉脈のみが濃くなったものをスライドグラスに乗せプレパラートにした.
調査，研究の成績
先ず，これら子葉の生長としては，発芽当初の子葉期から第1， 2， 3葉と生長するにつ
れて，どの程度に葉面積を増大し，また中央脈〈中肋)から側(支)脈を出し，また側脈
から網目状の細脈を増加するかを調べてみた.それは発芽条件の苗箱，ポットのおかれた
環境や，培養土の養水分の多少によって違うとも思われるが，子葉は発芽当初よりも本葉
数の増加にともなって，その大きさを増加し，また側脈，細脈を増し，網目状が密になる
ものと，子葉のそれらの噌加が少ないものとがあった.
生長した子葉でも，主脈1本だけのもの(アゼナ， コキクモ，キカシグサ)， また中肋
と1， 2側脈だけもの(トキワハゼ，ノチドメ，ノミノフスマ， ミミナグサ)，中肋から数
本の側脈だけ出るもの(コハコベ).主，側脈からの細脈が少ないもの(コイヌガラシ，タ
ガラシ，カラムシ〉とがあり，一方オオイヌノフグリ，ヒメジソなどは生長につれて葉面
積，脈数を増加するが，一般には本葉とちがって，そう大きく生長しないのが普通である.
また子葉そのものは相当長く残るようであるが，本業が多くなり，陰になれば枯れ，枯
葉のまましばらくついているが，何時の間にか脱落する.ただ例外的にはホトケノザのよ
うに開花後にも子葉が緑色のまま残存するもの，水中にあるタガラシなどの子葉では業身
が腐っても葉脈がきれいに残っている種類もある.
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ここでは大体子藁期から1.2葉，時に 3葉のものを試料として葉脈型を調べた.その
時の大きさの増大と，側脈，細脈の増加の例として第1図のように示した.
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上オオイヌノフグリ 下タネツケパナ
同図によればタネツケパナのように子葉期から本葉2，3葉期になっても，子葉の面積
や葉脈数を大きく増さないものとオオイヌノフグリのようにそれらを相当場大するものと
があるが，供試した全種類で，その増大は例外を除いて，長さ，幅とも 2倍以内である.
なお子葉の生長も詳細に調ぺるには，各種の環境条件において測定する必要があろう.
1.種子と子葉の大きさ，形状の相互関係
種子の大きさは，笠原(1968)が記述している日本雑草図説から長さ，幅，厚さ (mm)
の値を引用し，三者を乗した値 (mmりを用いた.また子葉の大きさは，一部それを引用
し， 小から大への中間値を乗したものを用いたが，大部分はここに測定した各子葉 (5-
10個〕の長さ，幅の各平均値で長さに幅を乗した数値(mmりを用い.両者の相関係数，回
帰式を計算した.種類によって種子の大きさは大差があり，供試試料で最微小のもののO.
004mm8 ぐらいから大きいものでは 180mm8まで，それは 45，000蕗倍の聞きがあり，子
葉は0.lmm2から 500mm2なので，広000倍ぐらい聞いている.それで普通グラフではプ
ロットが困難なので，両者とも対数値に換算し，第2図のように供試数 (n=147)のz軸
に種子の大きさをy軸に子葉の大きさをとってプロットした.なお真数による計算では，
相関係数 r=0.6626と有意の相闘が示された.また，対数回帰式は logy=O. 5068 
log x+1.169と直線関係が成立した. それ故に普通グラフでは，ほう物線で示される筈
で，種子が小から大きくなるほど子葉の葉面積は増加する.すなわち，子葉の生長は種子
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第 2図
の匪の子葉，種子(果実)の匪乳中に含まれている養分にその大部分が依存していること
が示された.子葉も若干のものは独立栄養による生長も考えられないことはないが，子葉
の主な生長は従属栄養であるため，ここで示したように種子が大きいものほど，内蔵の栄
養分が多く，小粒より大粒種子で子葉も大きくなったと解してよいであろう.
次に供試種類の子葉の形態が種子の大小または種子の形態と関係があるかどうか概括的
に述べてみたい.
種子が O.01-0.07mm3 のような徴小形の種類では，1例を除いて子葉も狭長小型の l
主脈型である.たとえばヒメジョン属の各種やゴマノハグサ科のコキクモ，アプノメ，ア
ゼナ，アメリカアゼナ，ウキアゼナ，アゼトウガラシ，ウりタサその他の科ではキカシ
グサ， ミゾハコベ，ツメグサなどがある.また，大型の狭長型種子のタウコギ，センダン
グサ，へラオオバコ，ヤプジラミ ，'iツパなどからの子葉もまた狭長型のものが出る.ま
た，扇円，扇卵形，または，だ円形などの大形種子では，その子葉が3-5脈となる円，
扇円，じん臓，心臓，または皮針形で大形子葉となるものが多いことがわかった.たとえ
ばクワモドキ，オナモミ，アキノノゲシ， ，メナモミ，スズメウ1I，ヤエムグラ，オオイ
ヌノフグ!I，メハジキ，ヒ jI.ジソ，ホトケノザ，テリミノイヌホオズキ，ヤマホロシ，カ
ラスノゴマ，エノキダサ，ゲンノショウコ，トゲ 4ノキツネノボタン，ミゾソパ，イシミカ
ワ，カナムグラなどがそれで， 3-5脈掌状型となる.なおキク科のクワモドキ，オナモ
ミは大型子葉で，他のキグ科と同様に葉身では3脈あるが，葉柄は明らかに5脈であり，
その点キタ科の他種と若干違った存在である.ウリ科， 7 メ科の種子はその子葉で代表さ
れるためか，種子，子葉とも響曲または卵円形など両者の形が一致している.たとえばス
ズメウリ，ゲンゲ，カワラケツメイ，マルパヤハズソウ，コメツプウマゴヤシ，クサネムな
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どがそれである.一方種競によって種子は発芽の時はその幼植物に養分供給のために子葉
の外に匹乳をもっているが，タデ科のイタドリ， ギシギシ，サナエタデ，ヒメタデなどの
子葉は狭長形であるが種子の形態は紡錘形，広卵形，扇円形などであって両者の形状が一
致しない..1...-かしこれらの種子内の匹は聖母幽した狭長形なので両者聞には関l係がある.
またアキノウナギツカミ，ヤ/ネグサ，イヌタデのように匹の子業部に相当するところが
円，卵形のものは発芽した紛植物の子葉も円，卵形となっている. なお， ノゲイトウ，
イヌピ且，ホソアオゲイトウ，オオアメクサなどの種子は小粒の扇平球形，カナムグラは
大形の扇円球であるが，子葉は糸状または線形の狭長で両者の形が不一致のようである
が，それらの種子の縦断面を見れば，その匹は細長で環状または 2~3回の渦巻状になっ
ていて，匪形と子葉形がよく一致することがわかった.
以上は統計的にみて種子の大きさと子葉の大きさとに正の相関関係がみられ，種子，匹
の形態やその大きさが子葉の形態，大きさに比較的によく一致する場合が多いことを述べ
た.この関係をさらに詳しく知るには，それぞれ種子の匹形の解剖的な調査がさらに必要
がある.
2.雑草の属する科，属，種の分類と子葉の形状および葉脈型との関係
供試38科101属 160種(各種 3-"10試料を描図し，その大きさを測定した)について，
そしてキク科からクワ科まで科，属別に各種類の子葉の全形，葉脈型を第i1. ~8 図版のよ
うに図示した.また第1表には子葉の形状として子棄の全形，色，葉先部，葉脚部の形，
葉面，葉縁，葉柄などの各部の毛の有無，種類，子葉の大きさとしては平均長と幅，葉脈
の各型と網目の粗密などの項目にういて記L.，なお毛茸の例を第 1 ~8 図版に示した.
第1表に記載された子葉の全形を見るに，狭長形から広葉形まで，各形が20型あるが，
しかし複葉ものはなく，欠刻，鋸歯のない全辺の単葉のみなので，本葉に比べて簡単な形
状である.
供試160種の子葉形を大別すれば狭長形の4形で24種，だ円形が4形で 33種，皮針形
が2形で27種，卵形が4形で 48種，円形が 13種，その他じん臓形，広三角形など 15種
が見られた.それを科別に見れば，キク科に属する種では広狭さまざまな形があり 10型，
ゴマノハ〆サ科では4型， トウダイグサ科では3型が見られる.ヒュ，ナデシコ科では狭
長形が大部分であり，一方，シソ，フウロウソウ，アブラナ科ではほとんどが広葉形であ
る.また，マメ，タデ科のものは扇だ円，扇卵形のような左右非相称のものが多かった.
また葉先部の形は鈍形のものが最多，ついで円形のものが多く 2型で約1∞種を占め，
鋭頭，凸頭のものが各20種，くぼんでし、る凹頭などが 19種ある.葉脚の形は円形と見な
すものが最多で 117種，鈍形が 33種あり，平らかなもの，切込のものは 10種にすぎない
つぎに子葉の色を見るに，緑色，淡緑色のものが 102種で最多を占め，黄緑色が20種，
濃緑色が 15種ある， ゴマノハグサ，キク，アブラナ科のものには淡黄緑色などが数種，
タデ，ヒユ，トウダイグサ，シソ，セリ科のものには紅色かかったものが 15種ある.
また子葉の表裏，葉脈上，葉縁，葉柄などに長短の刺毛，腺毛，のう状毛などをもっ種
が全部で 42種あった.うち葉面，縁，柄ともに刺毛，短毛のある種が 16種，葉縁に腺毛
のあるものが6種，葉面に短毛，葉面，縁，柄に腺毛のある種が各3種あり，その他の毛
をもつものが1.2種ある.
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以上子葉の形状は本葉に比べて簡単ではあるが，前述のように全形の区分が20型，葉
先の形が8型，葉脚の形が5型，葉色が 14型，毛の種類と存在場所での区分が 12型ある
ので，それらを合せて 60型の区分がある.
また 160 種の葉脈を，第 3 図のように，基本型を I~XI，亜型を 1~30 に分けた.すな
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I 1主脈型:1アゼナ. 2ツメグサ. 3コキクモ， n 1主脈羽状型:4オランダミ
ミナグサ. 5ノチドメ. 6イヌガヲシ. 7ノミノフスマ. 8オオバコ
m 1主脈中肋下方2岐羽状型:9マツヨイグザ， 10ヒメミカ γソウ. 11ノゲイトウ
N 3脈羽状型:12アレチノギク. 13オニタピラコ. 14タカサプロウ. 15アメリ
カセンダングサ. 16ソパヵズラ. 17イヌタデ. 18ギシギシ V 偽3脈象状型:
19キツネノボタシ， 20へピイチゴ. 21ヨツパムグラ.VI 3脈型:22クサネム
VlI 5脈掌状型:23スズメウリ， VlI偽5脈掌状型:24タチイヌアグリ. 25ハナイパナ
26コスミレ， 政 5脈中肋下方2岐掌状型:27ホトケノザ. 28アメリカフウロ，
X 4脈叉状分岐掌状型:29エノキグサ. XI網目渦巻型:30スベリヒユ.(原図)
第 3図子葉の葉脈型
わち中肋のみの1主脈と， 3脈， 5脈(葉柄または業身の基部で中肋にほぼ平行し， 3， 
5本の太い側脈が分れたもの〉偽3脈，偽5脈(羽状脈のようでもあるが葉幅が広くなり，
葉柄の上部または葉身の基部で側脈が 3~5 本出て掌状になっているもの)，うち 1 主脈
状で中肋の下方が2岐したものは2維管束の癒着と考えE型としさらに4脈 2叉状型と
渦巻型を加えた.それらの各型を基本型とし，子葉の形に伴う側脈，細脈の分岐の状態で
1~7亜型に区分した.
結局，葉脈型は代表30種を選出し， I-XI型:1-30亜型を設けた.一般に葉身幅の
極端にせまいものが1主脈型であり，ついで皮針形乃至長だ円形のものが1主脈羽状型，
または3脈型である.卵円~じん臓形は5脈また偽5脈のように脈が多く出るものが子葉
幅が広がっていることがわかった.
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次に雑草の属する科，属，種類別にその葉脈型の関係を調べてみたところ，次のような
関係があった.
キク科に属する 23属33種は例外なく 3脈の町型に属した.ただし大型子葉のクワモド
キ， オナモミは葉柄では太い 3脈(うち中肋は2葉脈の合着)と細し、2脈があり 5脈か
らなっている.しかし，中肋の外脈または中肋と外脈との聞の細脈は葉身の基部で消失
し，または葉身では細い脈となる.またタウコギ属のタウコギ，センダングサ，アメリカ
セYダングサとも，狭長の大形子葉で網目の密な町一15型に属し，ヒ〆ムカシヨモギ属の
4種は，ともに小型子葉で側脈の分岐はきわめて少なく N-12型に属した.キク科で→番
多い型は側，細脈ともに多くて網目は小，中密度の町一14型である.
ウリ科のスズメウリは葉柄のきわめて短い5脈の卵円形の大形子葉であり，葉柄と節部
との境界で2維管束が癒着分岐し葉身で5脈となった状態がはっきりわかり，側，細脈も
多いが，網目の大きいW-23型である.
ゴマノハグサ科では9属14種を供試したが，アゼナのような中肋1本のみのもの，また
はトキワハゼのような細脈の出ないものが多い.ただウリクサ，ムシクサ属の各3種では，
アゼトウガラシなどの l主脈，ムシクサのように細脈の出ないものとウリクサ，オオイヌノ
フグリのような細脈の密なものとがあり，ウリタサは異属のオオイヌノプグリに，ムシクサ
は異属のトキワハゼに似ている.この科は1科のうちゃや異る型の葉脈型をもっ科である.
ナス科は2属3種，シソ科は4属4種の供試で，前者は3種とも 1主脈羽状 ][-11型
で，後者は5脈中肋下方2岐掌状1X-27型である.
トウダイグサ科は3属7種の供試で，その子葉型は][， X， XI型に分れ，葉脈型からみ
て変化に富む科である.エノキグサは葉柄より入った2維管束は接近して中肋となるが癒
着することなし 2維管束はつぎつぎと 2叉分岐を繰返している.双子葉植物の葉脈はも
ともと 2つの単位から作られたという Thomas(1907)の“Theoryof the double leaf 
trace"の好例で，後述の Baileyの第5図A型に該当している. またトウダイグサ属4
種のうちニシキソウ，コニシキソウ，オオニシキソウの 3種は氾-30型の渦巻状脈であ
る.それらは3脈型であり，スベリヒユの 1主脈羽状型とはやや異なるようだが実験例が
少ないので渦巻脈に統ーした.また，これらと同属のトウダイグサは前述3種とはちがっ
た葉脈型を示し，同科のヒメメカ γソウ，コミカ γソウと同じ ][-10型としたが，葉柄で
3脈が明らかであり，それが業身の基部で癒着しその中肋の2分岐は，エノキグサのよ
うにはっきりしていないが，叉状分岐の繰返しと推定出来る.
フウロソウ科は1属3種の供試で， 3種とも大形のじんぞう形の子葉で5脈中肋下2岐
掌状1X-28型である.
マメ科は8属11種を供試したが，葉肉が厚く，葉脈の識別がむづかしい科であった.
子葉の全形が左右非相称で種子型がそのまま子葉に現れるものがあった. 3... 5脈のVI，
W型に属し，網目の密なものが多かった.
アプラナ科は3属5種， ナデシコ科は6属10種の供試で， ナデシコ科の子葉は針状，
皮針形で1主脈だけのものと側脈は出るが細脈の出ないE型であり，アプラナ科の子葉は
広卵形で，側脈1...数本のみのもの，または細脈の少ないE型に属することがわかった.
キンポウゲ科は2属4種を供試したが， 4種が V-19型であり，側，細脈とも斜上した
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網目の大きい葉脈型である.
ヒユ科は3属5種の供試で，子葉は線形か皮針形で狭長，葉脈は il-l1， 1V-15型で
網目は密で，細脈の末端は半渦巻状となっている.
タデ科は2属16種の供試で， タデ属は種類によって子葉はやや不正の線形から円形ま
でさまざまであり，ギシギシ属はタデ属のような不正形はない.葉脈型は供試全部が3脈
W型で，キク科によく似ているが，キク科では中肋の下方2岐のものが多いのに比較して
タデ科ではミゾソパ，イタドリ，スイパ，アレチギシギシなどが2岐状を示すほかは，そ
れが認めにくく，おそらくそれは少ないようにも考えられた.
イラクサ科は1属3種の供試で， 3種とも側，細脈の少ない網目の中密度の V-20型で
あった.
クワ科は2属2種で，クワクザの中肋は2本の徳着のようだが，太い4脈は叉状分岐と
推定して氾ー29型に入れた.カナムグラは3脈型に入れた.同科はちがった葉脈型をもっ
科の一つである.
その他の科は説明を省略したが，供試が1種だけのものは別として， 2， 3種の供試で
同一科では，同一属のものはもとより，属がちがっても葉脈型は同じ型に属している.た
とえばアカネ科は2属3種で V-20，21型，オオバコ科は 3種とも 11-8型， ムラサキ科
2属2種とも酒-25型， アカバナ科2属3種とも ill-9型のようであるが，ただアカザ
科のみは1属， 2種の供試でE型の 9，10のように同属で2亜型をもっ科であった.
以上，子葉の葉脈型は科または属の段階で，それぞれのちがった型をもつことが示さ
れ，種分化による葉脈型の変化が少ないようで，葉脈型は系統的特徴の保持が強いように
考えられた.
また，この染色法で茎(匹軸)の節から葉柄，葉身で葉脈の走向のはっきりわかる例
は，スズメウリの図で見られるように短い葉柄で，節から出た2葉跡がいったん合着し，
葉身の基部で，すぐ分岐して 5脈(1中肋と 4側脈)となっている.ハナイパナは葉柄の
中途で癒着，分岐した明らかな葉脈を持っている.また短柄の例ではヤナギタデ，イヌタ
デなど，長柄の例ではコウゾリナ，ヘラオオバコ，ヨウシュヤマゴボウ，ヒナタイノコヅ
チなどは，その葉柄部で分岐の状態がよく見られた.またガガイモ， トウダイグザ，クズ
などは葉脈が葉身に入ってから癒着，分岐がはっきり見られる.
キク，タデ科の大部分では長い葉柄部で平行の3脈が見られるが，これはおそらく匹軸
節でちがった葉障に由来する 3葉跡のためか，または節の直上で分岐するものであるう.
この点については固定セクショ γを準備しているので，それらの葉隙，葉跡教の調査で，
匪軸の節からの葉脈の出方を調べる予定である.
考 察
従来，葉は環境の影響を受け易く，系統的特徴を示しにくい器官とされ種類同定には副
次的器官と言われていた. しかし葉脈型は BAILEY(1956)や山崎(1965)の総説に見ら
れるように，目，科，属の系統的特徴を保持していると考えられている.第1表のように
子葉には線形からじん臓形と形はいろいろあるが，複葉がなく，全縁の単葉で，普通には
切れ込みも鋸歯もないので，本葉に比べて簡単な形態といえる.BAILEY (1956)によれ
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第4図双子葉植物の怪軸節から
子葉への葉脈の分岐型
(Bailey) 
ば，それまでの多くの研究と，また BAILEYの
一門の多年の研究で.99科の双子葉植物の子
葉の調査をまとめて，第4図のように，節の解
剖で，葉隙数や薬跡(維管束)の研究をなしそ
れら匹軸の節から業への葉脈の分岐は，子葉で
は単節に由来し，普通業では多節に由来するこ
とを明らかにし子葉での節部の分岐の仕方に
は 8 型 (A~H) が見られるとした.
茎の維管束の一つの業隙から葉に入る維管束
が分岐するもの (uni1acunarcondition)，ま
たは3つの葉隙からそれぞれ分岐した維管束が
一つの葉に入るもの (tri1acunarcondition)が
子葉では多く現われ，本(成)葉で，一般に見ら
れるところの多数の業隙から多数の維管東が一
つの葉に入るもの (multilacunarcondition) 
はきわめて少数である.これは本葉と対照的で
あると結論した.すなわち子葉の葉跡i主，第4
図B.C. D. F. G型のように偶数 (2本また
4本)のものが普通で 77%を占める(うち
C. D型のようなl葉隙から 2つの葉跡をも
つものが最も多くて 60%あり.1葉隙から 4
つの葉跡をもっB型が7%. 3業隙から 4本
の葉跡をもっF.G型が 10%である).そし
て本業では.1葉隙からの奇数本のA.E型*
が多いが，それは子葉ではまれである.
宇中
一般に葉は掌状脈を作る傾向のある tri1a-
cunar conditionのものが原始的で，他の2
型はこれから導かれ，また側脈が退化して主
脈が発達して羽状脈になるという.また子葉
脈は2叉分岐の理論を比較的よく維持してお
り，第5図のように節，葉柄，業身の基部で
偶数 (2つ〉の独立した葉脈が葉身では奇数
(3また5)となり，掌状脈のA.B型から
中間型のC.D， E. F型，羽状脈のG.H. 
I型までの 9型が見られ，中間型のD，E型
第5図 双子葉植物の子葉の葉脈の
走向の型 (Bailey)
事E型は2本の維管束が節位で癒着して一つになったという.
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は葉身の基部では偶数であるが，中，上部では奇数本となる.これは中央の2本が癒着し
中肋となっているためである.そして葉隙の構造と葉脈との聞には明らかな相関は認めら
れないが，業隙が単一で1本の葉跡のものは羽状脈であり，それらは葉身の基部の側脈は
目立ったり，拡がることが少なく，中肋の上部で側脈がよく分岐する.そして狭い葉身の
羽状業もその中肋は2つの独立した2本の維管東の癒着で形成され， H型は葉身で， 1型
は葉柄部で癒着する.またA，C， G型は2本の葉脈は接近するが癒着しないという.
山崎(1965)は双子葉植物の葉の形態の系統発生の総説において，多くの研究者の説を
引用している.氏の研究成果のうち，ウリクサ族の研究を見るに，同族で東アジアに普通
に見られるアゼナ属，ウリクサ属，ハナウリクサ属の本業の葉脈の解剖的研究の結果は，
アゼナ属では1本の中肋の他に，それとほぼ平行して 2-4本の太い側脈があり， 3-5 
脈の鳥足状脈になっているが，これに対照的なハナウりクサ属では中央1本の太い脈から
左右に側脈が分岐し，羽状脈になっている.側脈の末端は鋸歯の中に入り，アゼナ属に比
べると鋸歯がよく発達している.ウリクサ属は両者の中間であり，種類によってアゼナ属
に近いものとウリクサ属に近いものとがある.アゼナ属に多くの原始的な形が残され，ハ
ナウリクサ属に最も進んだ形が多く見られたという.
著者たちはこの研究では，固定プレパラートを作っているが，節部の解剖的構造につい
ては未検鏡なので，どの葉隙からどの業跡に由来するかの点では詳しくは不明である.し
かし本研究でも，その子葉と匪軸を切り離さずにフクシン染色，脱色しているものを実体
顕微鏡 (x8 -40)で見た場合，その葉脈の走向をある程度知ることができた.
多くの種類では，葉柄から子葉への葉脈数は比較的はっきり識別でき，また第1-8図
-版の35，41， 66， 85， 96， 132， 133， 142， 143， 145に見られるように分岐のはっきり措
図きれているものがある.
本研究の双子葉類の38科 101属 160種の葉脈型の調査結果では，前述のようにキク，
タデ科の大多数が3脈W型に属し， 52種に達している.この IV型のうち中肋の下方2岐
のものは BAILEYのいう 3葉隙4業跡に属する第4図F，G型か，または1葉隙4業跡の
B型と思われる.また中肋の下方2岐しないものは1葉隙 3葉跡のA型，また3葉隙3
葉跡に由来するH型かもしれない. 次に多いのが1主脈羽状E型で21種，偽3脈のV型
が 16種あり，また1主脈中肋下方2岐E型が 19種あるが，おそらく前2者は1葉隙1葉
跡のE型に，後者は1葉隙2葉跡のD型に由来し，葉脈の走り方の癒着の部位から見て
1[-9， 10が，第5図のH型に， mー 11が同I型に該当すると思われる.偽5脈掌状の咽型
が 14種， 5脈掌状のlX型が7種， X型が2種ある.これらは業身の隔が広くなっている
が，葉脈の走り方では， X型は第5図A型と全く同型であり，lX型は第5図BまたはD型
である.唖25型は同図E型に，咽26型は同図Dに該当するようである.それらは第4図
の3薬隙4葉跡のF，G型に由来するか?，また1主脈I型は 11種あるが，これは第4図
A型の2側脈の消失またはE型の中肋のみで側脈の分岐しないものとも考えられる.また
3脈のVI型は8種， 5脈vn型は4種あるが，これは第5図のD，E型に該当するようであ
る.なお渦巻状脈は6種あった.
前述キク科，タデ科は何れもIV型であり，他にも同科の多くのものが属のちがし、で亙型
の1-30型はちがっても，基本型のI-XI型はちがL、がなかった.ただコ・マノハグサ科，
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セリ科， トウダイグサ科，マメ科，ヒユ科，クワ科などは同科の所属でも，属の違いによ
って1， 2違った葉脈型が混っている科があった. しかし同属聞の種問では，葉脈型の亜
型もムシクサ，ウククサ，アカザ，タデ属の 2.3の例を除いては全部同型と見られた.
山崎はアゼナ，ウリクサの本業の葉脈を研究し，アゼナは原始形で，ウリクサは中間型
といっているが，この子葉の研究でもアゼナは最も簡単なI型であり，ウリクサは偽3脈
掌状形の咽 25型であり， この科は子葉，本葉とも原始形と進化形が混じっていると考え
られた.また 160種のうち，側脈の出ないもの，側脈から細脈の出ないもの，また細脈が
きわめて少ない種類が全部で 55種あった.それはキク科のものが 11種，コ'マノハグサ科
が10種，ナデシコ科 8種， アブラナ科の 5種がめだち， オオバコ， イラクサ科が3種
で，他は2種以下であった.
細脈の粗密を大，中，小に区別した場合は.160種のうち中網目のものが 81種，小網目が
49種，大網目が 30種である.大網目の多い科はゴマノハグサ科の7種，キク科，キγポウ
ゲ科の各4種，フウロソウ科の 3種であり，小網目の多い科はキク科の 15種，マメ科の
9種，ゴマノハグサ， トウダイグサの各5種，タデ科の4種，他科は3種以下であった.
各科に所属する属，種とも同型の葉脈型では網目の大小も同じく揃う傾向が示されてい
る.それで同じ葉脈型では，その種類を網目の粗密によって種の区別をすることは可能性
がないようである.すなわち子葉の葉脈型による植物分類は科また属の段階までであり，
種分化による葉脈型の変化は少なく，系統的特徴の保持が強いように考えられた.
以上葉脈型では，科または属の同定はある程度可能であるが，同属中の種類では多くが
同型の葉脈型で示されているので，葉脈型のみでの種類同定は困難である.しかしこの
業脈型に加えて子葉の形，大きさ，色とまた種類によっては業面，脈上，葉縁にそれぞれ
ちがった形の毛茸が見られるものがある.それらを参照しまた子葉のみで、区別しにくい
ものでも，第1， 2葉とその形状，葉脈型を加えて総合すれば， 同属中の種類も同定がで
きる場合があるのではなし、かと考えられる.なお第2報以下で，子葉の形状を数量で表示
し，葉脈型と組合せ，コンピューターで、の数量分類を試みたL、考えである.
摘 要
1)雑草の幼植物の同定に資する目的で，ここに第 1報として双子葉植物の 38科101属
160種類の子葉の性状とフクシン染色で葉脈型を研究した.
2)種子と子葉の形状，大きさの相互関係として，先ず種子の大きさの長さ×幅x厚さ
(mm')に対する子葉の長さ x幅 (mm2) との相関は，その係数 r=0.6626(n=147) 
で，有意の相闘が認められた.またそれの対数値での回帰は直線で示され，種子の大きい
ものほど子葉の大きくなる傾向があった.また，子葉の全形は線形からじん臓形まで各
形態があるが，その形と種子中の座形とはきわめて密接な関係があることもわかった.
3)子葉の形態と葉脈の分岐，分布の状態を第 1-8図版に種類ごとに描図し，それか
ら太い葉脈数と分岐の仕方によって，第3図のように葉脈型を 1-XI:1-30型に分
け，そして第1表に種類別に，その葉脈型，子葉の形状と大きさなどを記入した.
4)子葉は全辺の単葉のみであるが，葉形には狭長から円形，扇円形の幅広いものまで 20
区分が出来る.その葉先の形は鈍，円頭が過半の 100種，鋭頭など尖ったもの，逆にく
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ぼんだ凹頭など各 20種があり，葉脚の形は円形のもの 117種，鈍形が 33種，切れ込み
のあるものなどは 10種にすぎない.また葉色は緑色，淡緑色のものが 102種，黄緑色が
20種，濃緑色が 15種，紅色かかったものが 15種ある. また葉面，葉縁などに長短の
刺毛，腺毛などあるものが全部で 42種あり. うち長短の刺毛のあるものが 28種，腺毛
のものが11種ある.
5)葉脈型は科または属によって異なり， 同属の種では 2，3例外を除いて同型である.
キク科の3属33種，タデ科2属 16種とも 3脈のlV型であった.ゴマノハグサ，セム
トウダイグサ，マメ，ヒユ，クワ科のものは科内の属，属内の種によってちがった葉脈
型を持つものがある.
6)羽状脈，掌状脈とも 1本の中肋が，その下方2岐のものがあり，それは2本の維管東
の癒着によって生じたと考えられた.羽状脈は BAILEYの第5図H，1型，また第4図
のDとE型に， 3... 5脈掌状型は第5図B，D， E型に骸当する.また，この調査で
エノキグサの4脈叉状分岐のX型が認められたが， それは第5図A型と全く同型であ
る.キク科，タデ科の3脈型は第4図のF，G， HまたはB型の何れかに属すると推定
した.
7)同属聞では，葉脈型のみでは種類同定は困難であるが，それに全形の形態，大きさ，
種類によって葉縁，葉面，業縁の毛の有無.種類などを加え.さらに将来報告を予定し
ている第1. 2~震のそれらを総合することによって，かなりの精度まで種類の同定をな
し得えると考えられる.
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第 1表 子棄の形状と大きさおよび葉脈型
子 業 の 形 状 大きさ 葉 脈
雑 草 名
|全形|先端| そ 長さ|幅 葉脈型|突き3色 の 他 ロ1町1ロ1m
キ ク 科
1 ヨ モ ギ 緑 色だ円形鈍頭 柄 紫 色 3. 1 2.1 N-13 @ 
2 プ タ ク サ・ 濃緑色倒卵徴凸頭 長 柄 7.0 4.0 N-14 
3ク ワ -モ ド キ 緑 色広だ円円頭 長 柄 21. 7 15.4 1/ 大
4ホ オ キ ギ ク 緑 色皮針卵鈍頭 長 柄 基 紫 4.5 2.5 N-13 @ 
5オオホオキギク 緑 色 1/ 1 長 柄 1/ 3.3 1.9 1/ @ 
6タ ウ コ ギ 縁 色広線 曹 長柄基紅色 22.0 3.3 1V-15 
7アメリカセ γ ダ γ グサ 紅色おぴる長だ円 " 長柄中肋柄基紅色 17.3 5.5 1/ 
8セ γ ダ γ グサ 緑 色広線鋭頭 長柄柄軟毛縁紫 14.4 3.7 1/ 
9 ヒ レ ア ザ 、‘ 淡緑色倒広卵円頭 11. 7 8.1 N-14 中
10ヤ プ タ ，、. コ 緑 色皮針卵鋭頭 長 柄 3.6 2.2 N-13 @ 
117 ブ γ スギク 淡緑色だ円鈍頭 5.0 3.0 N-12 ⑧ 
12ヨ シノ アザ 司、， 緑 色 1/ 円頭 8.0 5.6 N-14 中
13タ カサプロ ウ 淡黄緑色 gs 鈍頭 4.9 3.2 1 中
14ヒメムカジヨモギ 淡紫緑， 淡紅皮針卵徴凸 2.1 1.0 N-12 @ 
15 7 レチノ ギク 黄緑色 gs 鈍頭 2. 1 1.1 1/ @ 
16オオアレチノギク 淡緑色 1 1/ 2.0 1.6 " @ 
17チチコグサモドキ " だ円 1 柄 長 軟 毛 2.1 2.5 1/ @ 
18ハキダメ ギク 淡緑色扇三角微凸 長 柄 4.0 4.2 N-14 中
19キツネアザ 、 緑 色 gs 首 短 柄 5.3 4.1 1/ 中
20メ ナ モ 、‘ 濃緑色 円 円頭 長 柄 7.2 6.6 1 
21コ メ ナ モ 、‘-・. 1 u 1 1 4.5 5.0 " 
22ヨ メ ナ 淡緑色広卵 1/ 4.8 3.5 N-13 @ 
23コオニタピラコ " 1 徹凹 4.3 3.7 " 中
24アキノ ノ ゲジ 緑 色 gs 凹頭 長柄縁腺毛 8.3 6.3 N-14 中
25コ ウ ゾ リ ナ " 長だ円鈍頭 長 柄 5.5 2.0 1/ 
26ノ ボ ロ ギ ク 黄緑色 1/ 1/ 長柄淡紅紫色 5.0 2.0 1/ 
27オ ー ノ ゲ ‘ン 緑 色広卵円頭 縁紫紅色裏淡紅色 3.3 2.9 lV-13 
28ハチジ ヨ ウナ 緑白色 嘗 1/ 縁 紅 色 3.3 2.5 N-14 @ 
29ノ ザ -ン 緑 色 1 1 表縁線毛紫色 3.9 3.5 1/ 
30セイヨウタンポポ 1 tJs 鈍頭 縁 紅 色 3.4 2.2 1/ 
31オニタ ピラ :r 黄緑色 1 徴凸頭 短 柄 3.0 2.8 N-13 中
32ヤ ク -ン ソ ウ 緑 色広卵円頭 長 柄 4.0 3.3 1/ 
33オ ナ モ 、 濃緑色皮針鈍頭 締 42.0 12.0 N-15' 大
キキョ ウ科
34ツリガネエンジ γ 淡緑~縁 gs 円頭 長 柄 4.1 2.9 V-21 @ 
ウ リ 科
35ス ズ メ ウ リ 緑 色円形凹頭 短柄面縁短毛 13.411.4 W-23 ③ 
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子 葉 の 形 状 大きさ 葉 脈
雑 草 名
|全形 i先端| そ l大網 目色 の 他 ロlmlmm葉脈型lきさ
オミナエシ科
36ノジシヤ 徴凹 長 柄 5.2 5.0 ¥1'-24 大
ア カ ネ 科
37ヤ ニ乙 ム グ ラ 黄緑色 卵 凹頭 長柄 面短毛 7.8 5.2 V-21 中
38ョ ツノミムグラ 緑~緑紅 卵 n M 面 n 7.5 5.2 n 中
39ハ 、ン カ グ 噂・ 緑 色 卵 徴凹 n 2.6 1.8 V-20 @ 
オオパコ科
40オ オ ，、e コ緑 色へら形鈍頭 長柄柄基淡然色 7.0 2.0 1I-8 @ 
41へヲオオパコ 濃緑色 針 鋭頭 業身葉柄区別なし 33.8 0.9 1I-8' @ 
42ツボミオオパコ 紅色おびる 長だ円鈍頭 長柄縁柄短毛 7.6 3.0 1I-8 @ 
キツネノマゴ科
43キツネノ マゴ 縁 色 円 凹頭 長 柄 4.8 5.1 ¥1-24 中
ゴマノハグザ・科
44ウ キ ア ゼ ナ 淡 緑 線 鈍頭 4.3 0.6 1-1 。
45ア プ ノ メ 淡黄色 n 1陣 3.0 0.7 I-2 。
46コ キ ク モ 淡緑色長だ円 曹 2.0 0.7 I-3 。
47ア ゼ ナ 淡緑~緑 線 鋭頭 2. 7 0.5 I-1 。
48アメリカアゼナ 緑 色 n 箇 2.0 0.8 n 。
49 ト キ ワ ，、 ゼ 淡緑色扇三角鈍頭 長柄面縁柄腺毛 1.9 1.5 酒-24 @ 
50ミ ゾホオズキ 淡黄緑 " 凸頭 H 2.5 2.0 n @ 
51スズメノトウガラシ n 広線鈍頭 1.3 0.52 I-2 。
52アゼトウガラシ 黄緑色 線 n 2.8 0.6 I-1 。
53ウ リ グ 吋・ 淡緑色扇三角鋭頭 切関長柄面縁柄短毛 2.3 1.9 ¥1'-25 @ 
54ビロードモウズイカ 緑 色広卵切頭 縁腺毛長柄 3.8 3.5 酒-26
55タチイヌノフグリ 淡緑色 " 円頭 長 柄 2.7 2.8 彊ー 25
56ム 手〆 ク 噌・ 黄緑色皮針卵鈍頭 長 柄 2.6 1.8 彊一24
57オオイヌノフグリ 緑 色広卵円頭 主欄柄短毛柄淡茶 5.0 4.7 酒-25
ナ ス 科
58セ γ ナリホオズキ 淡緑色皮針卵徴凸 長柄面縁柄腺毛 10.8 5.8 E申 1 中
59ヤ 竺才 ホ ロ シ 緑 色皮針凸頭 M " 10.5 3.4 " 中60テリミイヌホオズキ 緑 色皮針卵 " M " 7.5 4.6 " 中
シ ソ 科
61ホ ト ケ ノ ザ 濃緑~緑広だ円徴凸 長柄矢じり脚柄短毛 6.0 4.8 :IX-27 中
62メ ，、 ジ キ 黄緑色だ円徴凹 長柄心脚 4.6 3.4 嘗 中
63ヒ メ シ. ソ緑 色扇三角 " 
期主柄覇空短重
3.6 5.3 n 中
64 -;〆 ソ淡紫色 n " 4.0 5.5 H 中クマグツヲ科
65クマソヅヲ緑 色卵形微凸縁柄短毛 3.01 1. 81 m-9 @ 
ムラ 戸キ 科 | 
66ハナイ パ F濃 緑色広卵凸頭面縁柄刺毛 5.1 4.2冒ー 25 中
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雑 草 名
業の形状司大きさ 葉脈
色|全形|先端|そ の 主1JE葉脈裂l突き3
67キュ ウ リ グサ 濃緑色 円 微凸 面縁柄刺毛 3.3 3. 5咽一25 中
ガガイ モ科
68ガ ガ イ モ 緑 色長だ円円頭 面の中肋上かぎ毛 13.1 6.8 m-10 中
リ てJ ドウ科
69ガ ガ プ タ 淡緑色広線鈍頭 13.5 5.5 II-5 @ 
サタヲソウ科
70ヌマ ト ラ ノ オ 1/ 皮針卵鋭頭 面 縁 腺 毛 7.3 5.2 V-19 @ 
71ナガエコナスビ 緑 色扇三角鈍頭 3.0 3.0 1/ ⑧ 
セ リ 科
72ミ ツ ，、. 1/ 広線微凸 15.3 3.5 II-8 中
73ソライロレースソウ 積 長だ円鈍頭 裏 淡 紫 色 12.【 4.C 1 中
74ノ チ ド メ 淡緑色 ' " 柄淡茶褐色 2.C 1.c II-5 @ 
75チ ド メ グ サ 1 卵 羽 1.9 u 1/ @ 
76ヤ プ ジ ラ ミ緑褐色 線 徴凸 長 柄 19.0 1.5 町ー 16' 中
アカパナ科
7 ア カ ，、. ナ 緑 色卵ひし状円頭 長 柄 3.1 u m-9 中
78オオマツヨイグサ 官 嘗 鈍頭 長柄 縁腺.毛 5.3 3.3 M 中
79マツ ヨイ グサ 曹 1/ 円 M ' 1/ 13. ~ 2.1 w 中
、 ソハギ科
80キ カ ヨJ グ サ 淡緑色 線 鈍頭 基部淡紅色 2.1 0.4 1-1 。
ス 、‘ ‘ レ 科
81コ ス 、‘ 司. レ黄緑色広卵微凹 柄 淡 紫 色 3.~ 3.3 糧ー 26 中
82ス 、司‘. レ 緑 色 韓 調 柄基わずかに紫色 4.6 4.3 曹 中
ミゾハコベ科
83ミ 、F J、 コ ，、. 淡緑色 線 鈍頭 1.8 0.4 1-1 。
シナノ キ科
84カ ラスノ ゴマ 黄緑~緑 円 凹頭 面縁 柄刺毛 7.4 6.7 百一26
トウダイグサ科
85エ ノ キ グ サ ' ' 微円頭凹， 面縁柄刺毛柄淡紅色 5.! 5.7 X-29 @ 
86ト ウグイ グサ 緑~黄色 卵 円頭 淡 紅 色 6.5 3.! m-10 中
87オオユジキソウ 緑紅色だ円 調 望星 紅 色 3.2 1.7 XI-30 
8 ニ シ キ ソ ウ 濃緑~紅 卵 鈍頭 表紅色裏濃紅 • 2.( 1/ 小
89コ ニシキソウ 緑~紅色 1/ 円頭 柄 紅 色 2.3 1.3 ' 
90ヒメミカ γ ソウ 黄緑色だ円鈍頭 1/ 3.7 2.1 m-10 
91コ 、司. カ ンソ ウ 淡緑色 1/ 1 基部淡紅色 4.3 2.4 1 
カタ-" 、 科
92カ タ ，、e ミ淡緑色 1 円頭 縁腺毛柄淡紅色 S.E 2.7 V-21 中
フウロソウ科
93 7 .f リカフウロ緑~淡紅色じぅんそ凸頭 心脚長柄面縁柄刺毛 6.9 8 '6IX-28 大
94イチゲフウロ 1/ I 1 I 1 1/ 1 7.7 8. e 1 大
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子 業 の 形 状 大きさ 業 脈
雑 草 名
|全形|先機|そ 長~I 暢 業脈型i突き3色 の 他 ロlmlmm
95ゲンノショウコ 緑~淡紅
じんそ凸 頭面心開淡紅縁色柄長期j毛 大う 6.31 7.1政令28
ミーき メ 科
96ク サ ネ ム 淡緑色扇だ門円頭 11.0 5.2 VI-22 中
97ゲ ン ゲ 緑 色 /1 /1 8.5 3.6 1 
98カワラケツメイ " 卵馬四角 N 無柄裏紫紅色 8.0 5.8 VI-23 中
99 "7ルパヤハズソウ 濃緑色扇卵鈍頭 短 柄 4.1 2.5 " 
100ヤ ，、 ズ ソ ウ 初 官 /1 短柄面縁柄短毛 4.2 2.6 /1 
101メ ド J、 ギ 緑 色 /1 /1 1 4.0 3.0 VI-22 
102ウ -マ ゴ ヤ シ 1 扇だ円 " " 9.0 3.4 " 
103コメツプウマゴヤシ " " 円頭 短 柄 6.7 3.7 " 
104ク ズ /1 /1 初 短柄縁柄短毛 8.4 4.3 /1 
105コメツプツメクザ " だ門鈍頭 裏基赤紫色 4.9 2.4 曹
106シロ ツメ ?守 /1 " 円頭 基部淡然色 3.4 1.7 /1 ，、. ラ 科
107へ ピ イ チ ゴ 淡緑色広卵 /1 長柄縁腺毛少数 2.2 1.~ V-20 @ 
108オへピイ チゴ " 卵 鈍頭 1.E 1.3 嘗 @ 
アプラナ科
109ナ ズ ナ 緑 色だ円鈍頭 長柄 基紫色 3.E 1.! n-o @ 
110タネ ツケパナ 黄緑~淡緑広卵徽凹頭 長柄基淡紫色 3.2 2.(! n-6 @ 
111コイ ヌカ'ラシ 黄緑色 /1 鈍頭 " 4.2 3.4 H @ 
112ミチパタガラシ 淡黄色 " 徹凹 " 2.5 2.2 曹 @ 
113イ ヌ プf ラ シ 緑 色 " 円頭 長柄基淡紫紅色 3.0 1.9 /1 @ 
フウチョウソウ科
114フウチョウソウ 淡緑色皮針卵鈍頭 長柄 柄細胞毛 15.5 7.8 氾-30
115キパナヒメフウチョウ 緑 色 棺 " 長柄裏淡緑色 7.0 2.5 " 
キンポウゲ科
116ク サ ポ タ ';.1 1 広卵円頭 短 柄 4.4 3.8 V-19 大
117トゲミノキツネノボタシ 淡緑色 /1 " 長 柄 8.1 6.8 /1 大
118キツネノポタシ /1 卵 鈍頭 " 6.1 4.8 " 大
119 !J jf フ シ " 1 1 " 3.0 2.3 V-19' ⑧ 
ナデシコ科
120オランダミミナグサ 黄緑色皮針卵鋭頭 基部 2. 3本毛 2.7 1.7 n-4 ⑧ 
121ミ 、司‘. ナ グ ザ 緑 色 " /1 3.2 2. 1 自， ⑧ 
122ハマナデシコ 1 だ円円頭 5.3 3.3 n-8 中
123カワラナデシコ " " /1 5.6 3.0 " 中124ウ シ .、 コ ，、. 黄緑色皮針卵鋭頭 長 柄 5.0 2.5 n-5 @ 
125ツ メ ク 噌・ 1 皮針線 /1 1.9 0.5 1-2 。
126オオツメ ?守 緑 色針 " 17.0 0.7 1-2' 。
127ノ 、‘ ノ フスマ 濃緑色皮針 /1 柄基紫紅色 2.8 1.2 ll-7 @ 
128コ J、 コ ベ緑 色 1 M 5.5 2.1 /1 @ 
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子 葉 の 形 状 大きさ 葉 脈
雑 草 名
|全形|先端| そ 長さ|幅 葉脈型|突き3色 の 他 立1ロllmm
129ハ コ ，、.、緑 色皮針鋭頭 5.3 2.0 I -7 @ 
スベリヒユ科
130ス ，、.、 リ ヒ コ. 1 長だ円円頭 無柄縁淡紅~赤紫 4.9 1.9 氾-30
ザクロソウ科
131ザ ? ロ ソ ウ淡緑色皮針卵鈍頭 短 柄 3.1 1.1 m-10 @ 
ヤマゴボウ科
132ヨウシユヤマゴボウ 黄緑色皮針鋭頭 長柄裏淡紫色 19.1 7.5 町一15 中
ヒ ='- 科
133ヒナタイノコヅチ 緑 色 1 鋭頭 長 柄 淡 紅 14.0 6.0 町一15 中
134イ ヌ ピ コ. M 広線鈍頭 長柄 柄淡赤色 8. 7 2.1 m-ll 
135ホソアオゲイトウ 濃緑色 1 官 " 裏濃紫 4.8 1.5 1 136ホナガイヌピユ
震~襲紅告
皮針線鋭頭 1 9.8 2.2 " 
137ノゲイトウ 皮針 ' 1/ 11. 8 4.8 ' 中
ア カ ザ 科
138ア カ ザ 黄緑~緑広線鈍頭 柄 淡 紅 色 8. 1 2.0 m-10 
139ア リ タ ソ ウ黄緑色皮針卵鋭頭 長柄 柄紫紅 4.1 2.9 m-9 ③ 
タ デ 科
140ソ ，、4・ カ ズ ヲ 濃緑色広線 初 長柄裏基淡紅色 11. 7 3.3 町一16 中
141ヒ メ タ デ 緑 色 1 腎 短 柄 8.5 2.5 1 
142ヤ ナ ギI タ デ 黄緑色扇卵鈍頭 面黄緑~淡紅色 5. 7 3.6 町一17 中
143シロパナサクラタデ 緑紅色だ円 腎 7.3 3.2 1 中
144サ ナ .:L タ デ 緑 色広線徴凸 裏柄淡紅色 10.7 2.5 IV-16 
145イ ヌ タ デ 緑~赤紫扇卵鈍頭 縁 赤 紫 色 5.1 3. 1 町一17 中
146ヤ ノ ネ グ サ 緑~紅色 " ' 短柄柄のう状毛 5.6 3.3 1 
147サ デ ? サ 濃緑色だ向 1 長柄基部片側凹 7.4 5.0 1 
148イ シ 、‘ ‘ カ ワ 淡紅色 1 円頭 1 縁いぼ状毛 17.0 7.5 " 中
149ウナギツカ ミ緑 色 円 1 短 柄 4.5 3.8 VH-23' 中
150アキノウナギツカミ 乳緑色 " 腎 短柄縁白緑紅紫色 5.0 4.5 官 中
151ミ ゾ ソ ，、. 淡緑色扇卵鈍頭 柄 基 紅 色 9.0 6.0 IV-17 中
152イ タ ド リ緑 色皮針卵 ' 1 9.0 3.2 町一18 中
153ス イ ，、. 淡 緑皮針 1 縁基部紅色 6.4 3.2 1 中
154アレチギシギシ 淡緑色 " 寝 1 中
155ギ シ ギ シ 欝 皮針鋭頭 基部淡紅色 7.8 2.6 1 中
イ ラクサ科
156カ フ ム シ 淡緑色 円 凹頭 面縁長刺毛 1.8 2.0 V-20 @ 
157アオカ ラムシ 1 1 1 1 1.7 2.0 1 @ 
158コ ア カ ソ 緑 色 1 1 面縁毛やや少 2.3 2.4 官 @ 
ク ワ 科
159カ ナ ム グ ラ 1 線形凸頭 面縁柄かぎ状毛 30.0 3.0 IV-16 中
1ωF ワ ? サ 伊 円 徴凹 長柄面縁毛 3.4 4. 7 X-29 中
備考.網目の大小は糞身の中央で中肋の右左いずれかの部位を5倍に廓大して，それぞれ比較して
大，中，小にわけ， 0印は主脈のみで側脈でないか，また側脈，細脈の少ないものを示した。
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第 1-8図版 錐車種績と所属科.種の学名および和名
~Comρositae: キク科: 1 Artemjsjaρrinceps PAMP. ヨモギ x8. 2 Ambrosja artemjsjj 
folia L. var. elatjor DESC.プタクサ x4 • 3 A. trifida L. クワモドキx 1. 5. 4 Aster 
subulatus MICHX. ホウキギク x 8. 5 A. exi/js ELL. オオホウキギク x10. 6 Bidens 
triρartita L.タウコギ x1. 5. 7 B. frondosa L.アメリカセγダシグサ x2. 5. 8 B. biter-
nata MERR. et SHERFFセンダγグサ x2. 5. 9 Carduus crispus L.ヒレアザミ x2. 10 
Carpesium abrotanoides L.ヤプタパコ x6. 5. 11 Chrysanthemum leucanthemum L. 
フラ γスギ? x 4. 12 Cirsium nipponicum var. yoshinoi KITAM.ヨシノアザミ x 5， 
13 Ecliptaρrostrata L.タカサプロウx5. 5. 14 Erigeron canadensis L.ヒメムカシヨ
モギ x12. 15 E. linifolius WILLD.アレチノギ?x 16， 16 E. sumatnrenJis Retz.オオア
レチノギ?x 12， 17 GnaPhalium purρureum L.チチコグサ・モドキ x5. 5， 18 Galinsoga 
ci/iata BLAKEハキダメギク x6.5， 19 Hemistepta Iyrata BUNGEキツネアザミ x4J 
r20 Siegesbeckia pubescens MAKINOメナモミ x3， 21 S. glabrescens MAKINO ヨメナモミ
x 4， 22 Kalimeris Yomena KI rAMURA ヨメナ x6. 5， 23 Lapsana aμgonoides MAXIM. 
コオエタビラコ x5. 5. 24 Lactuca indica L. var. laciniata HARA アキノノゲシx4， 25 
Picris hieracioides L. var. glabrescens OHWIコウゾリナx8. 26 Senecio vulgaris L. 
ノボロギク x5. 5， 27 Sonchus asper HILLオエノゲシx6. 5， 28 S. brachyotis Dc.ハチ
ジョウナx8. 29 S. oleraceus L.ノゲシx5. 5， 30 Taraxacum officinale WEBERセイ
ヨウタンポポx10. 31 Youngia jaρonica Dc.オニタピラコ x6.5. 32 Youngia denticulata 
KITAMURAヤ夕 、ンソウ x6. 5， 33 Xanthium strumarium L.オナモミ x1 
Camρanulaceae:キキョウ科:34 Adenoρhora triphylla Dc. var. jaρonica HARAツリガネ
ニシジγx8 
Cucurbitaceaeウリ科:35 Melothria jaρonica MAXIM.スズメウリ x1. 5 
Valerianaceaeオ ミナエシ科:36 Valerianella olitoria POLL.ノジシヤx5.5J
i"Rubiaceaeアカネ科 37Galium Aρarine L.ヤエムグラ x4. 38 G. trachyspermum A. 
GRAYヨツバムグラ x4， 39 Hedyotis lindleyana H∞K. var. hirsuta HARA ハシカグサ
x 8 
Plantaginaceaeオオパコ科:40 Plantago asiatica L.オオパコ x6. 5， 41 P. lanceolata L. 
へラオオバコ x4. 42 P. virginica L.ツポミオオパヨ x4
Acanthaceaeキツネノマゴ科:43 Justiciaρ開cumbensL. var. leucantha HONDA キツネ
ノマゴx6.5
Scroρ'hulariaceaeゴマノハグサ科:44 Baco抑 rotundifoliaWETTSTウキアゼナx8， 45 
Dopatrium junceum HAMIL T. アプノメ x12， ，46 LimnoPhila indica DRUCE コキクモ X
16， 47 Linderniaρrocumbens PHILCOXアゼナx12， 48 L. dubia sARNHART. アメリカ
アゼナx8. 49 Mazus jaρonicωO. KUNTZ昆 トキワハゼx12. 50 Mimulus nゆalensis
BENTH. var. jaρonica MIQ. ミゾホオズキx10. 51 VandelJia anagallis YAMAZAKI var. 
verbenaefolia YAMAZAKIスズメノトウガラシ x16. 52 V. angustifolia BENTH. アゼトウ
ガラシx10. 53 V. crustacea BENTH・ウリグサ.x 12. 54 Verbascum thapsus L.ビロ
ードモウズイカ x8， 55 Veronica arvensis L.タチイヌノフグリ x8， 56 V.ρeregrina 
L.ムシクサ.x 12， 57 V. persica POIR.オオイヌノフグリ x5.5.J
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W Solanoceaeナス科:58 Physalis angulata L.セ Yナリホオズキx3. 59 Solanum jaρonense 
NAKAIヤマホロシx4. 60 S. photeinocQゆumNAKAMURA et ODASHIMAテリミノイヌホ
オズキx4 
Labiataeシソ科:61 Lamium omρJexicaule L.ホトケノザx5. 62 Leo糊 russibiricus 
L.メハジキx5.5. 63 Mosla dianthera MAXJM. ヒメジソ x6. 5. 64 PeriJla frutescens 
BRJTTON var. acuta KUDOシヌ x4 
Verbenaceaeタマツヅラ科:65 Verbena officinalis L.タマツヅラ x8 
Boraginaceaeムラサキ科:66 Bothriospermum tenellum FISCH. et MEY.ハナイパナx6.5.
67 Trigonot信仰政府“larisBENTH.キュウリグサx7 
Asclepia.出ceaeガガイモ科:68 Metaplflxis jaρo叫caMAKJNOガガイモx2. 5 
白ntia1Wceaeリンドウ科:69 Nymphoides indica O. KUNTZEカガプタ x3.5
Primulaceaeザタラソウ科:7u Lyaimachia jortunei MAXJM. ヌマトラノオx4. 71 L. 
japonica THUNB.ナガエコナスピx5.5
Umbelliferaflセリ科:72 Cryρ.tot.aenia joponica HASSK. ミツパx2. 5. 73 Didiscus caeru 
leus HOOKソヲイロレースソウx2. 5. 74 Hydrocotyle maritima HONDA ノチドメ x10 
75 H. siuthor:ρioides LAM.チドメグザ x6. 5. 76 Torilis jaρonica Dc.ヤプジラミ x4J 
~Onograceae アカパナ科: 77 E.μlobium pyrricholothum FRANCH. et SAVAT. var. japo. 
nicum HARA アカバナx8. 78 Oenothera erythrosepala BoRB.オオマツヨイグサx5.5
79 O. odorala ]ACQ.マツヨイグ・ザx8 
Lythraceaeミソハギ科:80 Rotala indica KOEHNEキカシグサx15 
Violaceaeスミレ科:81 Viola jaρonica LANGSD. コスミレx6. 5. 82 V. mandshurica W. 
BECKERスミレx5.5
Elatinoceaeミゾハコベ科:83 Elatine tria1ldra SCHK. ミゾハコベx15 
Tiliaceaeシナノキ科:84 Corchoro.ρsis tomentosa MAKJNOカラスノゴマx3 
Eu Phorbiaceaeトウダイグザ科:85 AcalYPha australis L.エノキグザx5. 86 Euρhorbia 
hOli09COρia L.トウグイグサx5. 5. 87 E. maculata L.オオニシキソウ x8.88E.・pseu-
dochamaesyce FISOH. MEY. et LALLEM. ニシキソウ x7. 89 E. su.ρina RAFIN. コエシキ
ソウ x12. 90 Phyllanthus matsumurae HAYATA ヒメミカ γソウ x8. 91 P. urinaria 
L.コミヵνソウ x8 
Oxalidaceaeカタパミ科:92 Oxalis corniculata L.カタパミ x6.5
Geraniaceae フウロソウ科:93 Geranium carolinianum L.アメリカフウロ x3. 94 G. 
sibiricum L. var. glabrius OHWJ イチゲフウロ x3J 
開5.G. Thunbergii SIEB. et ZUCC.ゲYノショウコ x4 
Leguminosaeマメ科:96 A4JSchynomene indica L.タザネム x3. 97 Astragalus sinicus 
L.ゲンゲ)(4. 98 Cassia nomame HONDAカワラケツメイ x4. 99 Kummeroviσstipu-
Jacea MAKJNO マルパヤハズソウ x6. 5. 100 K. striata SCHJNDL・ヤハズソウ x6. 5. 101 
Lesρodeza cuneata G. DoN メドハギx6. 5. 102 Medicago hisPida GAERTN ウマゴヤシ
)( 4. 103 M. lupuli陶 L.ョメツプウマゴヤシx4. 5. 104 Pueraria lobata OHWJタズX
3. 105 Trifolium dubium SJBTH・2 メヲダヅメタザx4. 106 T. repens L.シロヅメタ
ザ x7
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Rosaceaeパラ科:107 Duchesnea chrysantha MIQ.へピイチゴx8. 108 Potentil/a K/ei-
niana WIGHT et ARNOTT.オヘビイチゴx8 
Cruciferaeアプラナ科:109 Capsel/a bursa-pastoris MEDIKナズナx8. 110 Cardamine 
jluuosa WITH. タネツケパナx6.5.111 Roriρpa cantoniensis QHWl コイヌガラシx10 
112 R. dubia HARA. ミチパタガラシx7. 113 R. indica HIERONイヌガヲシx8 
Capρaridaceaeフウチウソウ科: 114 Gymnodroρsis g列andraBRIQ. フウチョウソウx
2. 5. 115 C/eome icosandra L.キパナヒメフウチョウ x4~ 
r Ranuncu/aceaeキγポウゲ科:116 Clematis stans SIEB. et Zucc.グサボタシx7. 117 
Ranuncu/us muricatus L. トゲミノキツネノボタシx3. 118 R. que/paertens唱・S NAKAI 
キツネノボタンx4. 11~ R. sce/eratus L.タガラシx6.5
Coryo Phyllaceaeナデシコ科:120 Cerastium g/omerostum THUiLL.オランダミミナグサX
8. 121 C. holosteoides FRIES var. hallaisanense MIZUSHIMA ミミナグサx5. 5. 122 
[)janthus japonicus THUNB.ハマナデシコ x5. 5. 123 D. sゆerbusL. subsp. /ongjca/y-
cinus KITAM. カワラナデシコ x6.5. 124 Malachium aquaticum FRIES.ウシハコベ x8 
125 お'ginajaponica QHWlツメクザx16. 126 S，μrgu/a arvensis L. var. sativa KOCH 
オオヅメタザx5. 5. 127 Ste/laria Alsine GRIMM var. undu/ata QHWIノミノフスマ x8 
128 S. media VILL.コハコベx5.5. 129 S. neg/ecta WEIHEハコベX5.5
Porlu/acaceaeスベ リヒユ科:130 Portu/aca oleracea L.スベリヒユx6.5
Aizoaceaeザクロソウ科:131 Mol/ugo stricta L.ザクロソウ x12 
Phyto/accaceaeヤマゴボウ科:132 Phyto/acca americana L.ヨウシュヤマゴボウx2.5
Amaranthaceae ヒユ科133 Achyranthes fauriei LEV. et VAN. ヒ ナタイノコヅチx3 
134 Amaranthus lillidus L.イヌピユx5. 5， 135 A. patulus BERT. ホソアオゲイトウX
8 ， 136 A. viridis L.アオピュ (ホナカイヌヒユ)x 5.5， 137 Celosia argentea L.ノゲ
イトウ x3J 
rChenゆodiaceaeアカザ科:138 Chenopodium a/bum L. var. centrorubrum MAKINOア
カザx5. 5， 139 C. anthe/minticum L.アリタソウx5 
Po/ygonaceaeタデ科:140 Polygonum convo/vu/us L. ソパカズヲ x3， 141 P. erecto-
minus MAKINOヒメタデx4， 142 P. Hyd1'oρかerL.ヤナギタデx5， 143 P. ja仰 1icum
MEISN. シロパナサクラタデx5. 5. 144 P. /0ρathifo/ium L. ザナエタデx4， 145 P. 
longisetum DE BRUYN.イヌタデx6.5， 146 P. niJゆonenseMAKINOヤノネグサx5， 147 
P. Maackianum REGEL.ザデクサx3， 148 P. perfoliatum L.イ シミカワ x2.5， 149 P. 
sagittatum L. var aestivum MAKINOウナギツカミ x4， 150 P. sagittatum L. var Si・8・
bo/dii MElS.N.アキノウナギツカ ミx5. 5. 151 P. Thunbergii SIEB et Zucc.ミゾソパx3 
152 P. cuspidatum SIEB. et Zucc.イタドリ x5， 153 Rumex Acetosa L. スイバx5.5
154 R. conglomeratus MURR. アレチギシギシx5. 5， 155 R. jQρonicus HOUTT. ギシギ
シX5.5
Urticaceaeイラクザ科:156 Boehmeria nivea GAUD subsρ. nipononivea KITAMURAカラ
ムシ x12， 157 B. nivea GAUD. forma concolor KITAMURAアオカラムシ x14， 158 B. 
spicata THUNB.コアカソ x10 
Moraceaeクワ科:159 Humulus japonicus SIEB. et Zucc. カナムグラx3， 160 Fatoua 
vil/osa NAKAI ?ワクサx5. 5~ 
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